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平成１３年　２月　２日

各　　　　位

会 社 名 アジア パシフィック システム総研 株式会社
代 表 者 の
役 職 名 代表取締役社長 木　　庭 　　　　清

（ 登 録 銘 柄 　 　 コ ー ド 番 号 　 ４ ７ ２ ７ ）

問い合わせ先 取締役管理本部長 佐　　藤 　　秀　行

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ９ ８ ５ － ４ ３ １ １

平成１３年３月期　第３四半期業績のお知らせ

平成１３年３月期第３四半期（自 平成１２年１０月１日 至 平成１２年１２月３１日）

の業績について、下記のとおり、お知らせいたします。

記

1.第３四半期の業績の概要

当第３四半期の概況を品目別にみますと、以下のとおりとなりました。

システム開発事業（ＳＤ）におきましては、第２四半期に受注した大型Ｗｅｂ．アプリ

ケーションシステム系の新規案件の開始時期が当四半期以降に延期となったため、当四半

期における当初計画達成にはいたりませんでした。

売上高は５億３１百万円（前年同期比２２．６％減）と、対前年同期比１億５５百万円

の減少となりました。

アウトソーシング事業（ＯＳ）におきましては、売上高１億８百万円（前年同期比８．

７％減）と、対前年同期比１０百万円の減少となりました。

ユースウェア事業（ＵＷ）におきましては、売上高２億５百万円（前年同期比２．２％

減）と、対前年同期比４百万円の減少となりました。

マルチメディア事業（ＭＭ）におきましては、３５百万円（前年同期比０．５％増）と、

対前年同期比で若干の増加にとどまりました。

仕掛に関しましては当期９億１１百万円、前年同期３億３６百万円となり、前年に比べ

５億７５百万円増加しております。

これらの結果、当四半期の業績は、売上高８億９４百万円（前年同期比１６．１％減）、

経常利益４４百万円（前年同期比７１．６％減）、純利益２３百万円（７０．４％減）と

なりました。

店
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2．通期業績予想

第３四半期決算終了後検討いたしました結果、平成１３年３月期における業績予想を、

以下のとおりといたします。

新規事業であるｈｙｗｅｂ ｏｆｆｉｃｅや後述のデータセンターサービス等に代表され

るＡＳＰ関連事業に関しましては、長期的に考えれば今後伸長して行く可能性が高いと考

えられる事業ではありますが、現段階ではその業態には不透明感が強く、短期的に見れば、

売上増は見込めないと判断いたしましたので、１２月末日現在での当システム開発費や設

備導入費（第３四半期終了時現在７６百万円として計上してある仕掛）を当事業年度に償

却することといたしました。

なおこのほかに、広告宣伝費４９百万円を上期に経費計上しております。

ＡＳＰ関連事業　　　　　　７６百万円（システム開発費や設備導入費）

広告宣伝費　　　　　　　　４９百万円（ラジオ・雑誌掲載費）

これらのことから、通期の業績予想を売上高３９億６７百万円、営業利益４億２２百万

円、経常利益４億６０百万円、当期利益２億２９百万円とさせていただきます。

3.経営の基本方針

当社は単に過去からおこなってきた事業の継続や、現状の仕事だけでは満足いたしませ

ん。

当社の場合、通常のシステム開発事業のみに焦点を絞っておこなっていれば、充分に計

画値をクリアすることは可能であるものと考えられますが、独立系の企業であると言うア

ドバンテージを最大限活かし、リスクを伴う場合もありますが、通期利益をマイナスにし

ないと言うことを限度とし、今後も伸長して行く可能性が高いと考えられる事業につきま

しては、短期的な業績にも注意を払いつつ、積極的に投資をおこなっていく所存でありま

す。

積極的な施策でありながらマイナス要因を発生するものなどは、しっかりとその本質を

見極めた上で早期に対処して参ります。

コンピュータを軸とした情報産業の中にあって、当社は今後もますます異彩の会社とし

て成長しつづけることを目標とし、さまざまな分野にチャレンジして参ります。またそれ

こそが当社が公開した目的であり、投資者の皆様の期待に応え得るべき手段であると考え

ております。
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4．今後の新規計画案件

（１）株式会社日本ジーコム（本社：新宿区下落合、代表取締役社長：小松　義彦）

のＭＣＴ（Mobile Commerce Toolkit）を利用した、ｅビジネスサービスを提供する企

業向けコンテンツ作成およびシステム開発をおこないます。このＭＴＣはＥＪＢ

(Enterprise Java Beans)、ＸＭＬ等の業界標準を基本とし、モバイル、コンテンツ作

成およびシステム開発分野に、コンテンツ作成用のフレームワークでプロジェクト、

ビジネスを支援する開発ツール、ソリューションを提供します。当社は、株式会社日

本ジーコムに出資することを決定し、事業を展開して参ります。

（2）アクセリア株式会社（本社：新宿区西新宿、代表取締役社長：牧野　顕道）のＣ

ＤＳ(Contents Distribution Service)をアドバンテージとした、ｅビジネスサービス

を提供する企業向けコンテンツ作成およびシステム開発をおこないます。ＣＤＳとは、

グローバル、ローカル双方の負荷分散の先端技術を利用したサービスであります。世

界的ネットワーク網を構築し、Ｗｅｂ．コンテンツ、画像、ストリーミングデータの

高速安定表示を可能にいたします。当社は、アクセリア株式会社に出資し、ＣＤＳ事

業のコンテンツ作成およびシステム開発を担って参ります。

（3）協和商工株式会社（本社：長崎県佐世保市、代表取締役：加城　一成）の地場独

立系コンビニエンスストア３００店舗の発注情報を集約し、食品メーカーに自動発注

するシステムを構築いたしました。これはコンビニエンスストア本部の汎用機とＷｅ

ｂ．を連携させたのがポイントで、汎用機技術とＷｉｎｄｏｗｓＤＮＡの組み合わせ

により実現いたしました。開発コストと期間がＵＮＩＸシステムの３分２程度に抑え

られ、パフォーマンスも良く、当社のデータセンターを利用し、２４時間１日１１万

件のトランザクションを安定処理しております。（平成１２年１０月マイクロソフト

事例Ａｗａｒｄを受賞）このデータセンターおよびシステムを利用し、サービス提供

する顧客を拡大して行く所存であります。

（4）株式会社ニチレイ（本社：中央区築地、代表取締役社長：手島　忠）の物流倉庫

の在庫状況をインターネットメールやインターネットメールをＦＡＸ変換し、食品メ

ーカー、問屋に情報提供するシステムを構築いたしました。既存のシステムを利用す

る場合と比較し、コストダウンにつながりました。このシステムを利用し、サービス

提供する顧客を拡大して行く所存であります。

（5）大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市北区梅田、代表取締役社長：東郷　武）、

他数社の上場企業からシステムクリニックサービスを受注いたしました。これは、大

型のネットワークシステムに的を絞り込み、コストダウン提案を中心に展開した結果

であります。大型ネットワークを自社で所有している企業はデータ増による通信費増、

拠点増によるデータベースサーバーの保守運用費用増等問題点を抱えております。当

社はこれを、いくつかのパターンに分けコストダウン提案を作成いたしました。この

コストダウン提案を実現するシステム改善実施を受注して行く所存であります。
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5.比較損益計算書および貸借対照表

① 比較損益計算書

(1)当四半期(12 月 31 日に終了した３ケ月間)

（単位：千円）

前第 3四半期

自 平成 11 年 10 月 １日

至 平成 11 年 12 月 31 日

当第 3 四半期

自 平成 12 年 10 月 １日

至 平成 12 年 12 月 31 日

比較増減
科　　目

金額 百分比(%) 金額 百分比(%) 金額 増減比(%)

摘

要

売上高 1,066,035 100.0 894,073 100.0 △171,962 △16.1

売上原価 850,485 79.8 758,451 84.8 △92,033 △10.8

売上総利益 215,550 20.2 135,621 15.2 △79,928 △37.1

販売費及び一般管理費 75,731 7.1 89,102 10.0 13,370 17.7

（人件費） 44,229 33,399 △10,830

（支払手数料） 8,040 9,448 1,408

（減価償却費） 1,580 2,034 454

営業利益 139,818 13.1 46,519 5.2 △93,298 △66.7

営業外収益 20,249 1.9 570 0.1 △19,679 △97.2

営業外費用 3,587 0.3 2,676 0.3 △911 △25.4

経常利益 156,480 14.7 44,413 5.0 △112,066 △71.6

特別利益 △6,829 △0.6 － － 6,829 －

税引前純利益 150,191 14.1 44,413 5.0 △105,777 △70.4

法人税等 71,055 6.7 21,001 2.3 △50,053 △70.4 *2

当期純利益 79,135 7.4 23,412 2.6 △55,723 △70.4

（注）損益計算書において、正規の決算と異なる主な会計処理の手続は以下のとおりであります。

*1.当期の数値は会計監査を受けておりません。

*2.法人税等は第 3四半期の利益をもとに概算計上しております。
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(2)当四半期までの累計(12 月 31 日に終了した９ケ月間)

（単位：千円）

前第３四半期

自 平成 11 年４月 １日

至 平成 11 年 12 月 31 日

当第３四半期

自 平成 12 年４月 １日

至 平成 12 年 12 月 31 日

比較増減
科　　目

金額 百分比(%) 金額 百分比(%) 金額 増減比(%)

摘

要

売上高 2,637,296 100.0 2,503,788 100.0 △133,507 △5.1

売上原価 2,086,287 79.1 2,118,071 84.6 31,784 1.5

売上総利益 551,008 20.9 385,716 15.4 △165,291 △30.0

販売費及び一般管理費 213,771 8.1 295,331 11.8 81,560 38.2

（人件費） 125,568 117,135 △8,433

（支払手数料） 13,793 20,137 6,343

（減価償却費） 4,565 4,677 111

営業利益 337,237 12.8 90,385 3.6 △246,852 △73.2

営業外収益 21,253 0.8 27,559 1.1 6,306 29.7

営業外費用 46,518 1.8 24,450 1.0 △22,068 △47.4

経常利益 311,973 11.8 93,495 3.7 △218,478 △70.0

特別利益 － － 29,043 1.2 29,043 －

特別損失 650 0.0 － － △650 －

税引前純利益 311,322 11.8 122,538 4.9 △188,786 △59.8

法人税等 145,251 5.5 55,607 2.2 △89,644 △61.7 *2

当期純利益 166,071 6.3 66,930 2.7 △99,771 △59.7

（注）損益計算書において、正規の決算と異なる主な会計処理の手続は以下のとおりであります。

*1.当期の数値は会計監査を受けておりません。

*2.法人税等は第 3四半期の利益をもとに概算計上しております。
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② 比較貸借対照表
（単位：千円）

前第２四半期末

平成12年９月30日現在

当第３四半期末

平成12年12月31日現在
比較増減

前期末

平成12年３月31日現在

摘

要科　　目

金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 増減比(%) 金額 構成比(%)

流動資産

現金及び預金 1,597,453 502,509 △1,094,943 1,558,353

受取手形 1,050 － △1,050 －

売掛金 508,959 461,287 △47,672 1,064,907

有価証券 393,919 1,293,419 899,499 393,506

自己株式 2,165 2,789 623 －

たな卸資産 693,568 911,451 217,822 125,368

前渡金 － － － 25,000

前払費用 16,711 23,343 6,632 35,930

短期貸付金 － 200,000 200,000 －

短期繰延税金資産 56,878 56,878 － 33,454

その他流動資産 76,698 111,447 34,749 10,041

貸倒引当金 △4,656 △4,656 － △17,380

流動資産合計 3,342,747 76.3 3,558,469 77.0 215,722 6.5 3,229,182 79.9

固定資産

有形固定資産

建物 11,054 65,508 54,453 12,286

車両運搬具 2,112 1,816 △296 2,704

工具、器具及び備

品

129,291 132,805 3,420 90,329

土地 － 30,300 30,300 －

有形固定資産合計 213,606 4.9 230,430 5.0 16,823 7.9 105,321 2.6

無形固定資産 58,414 1.3 55,165 1.2 △3,249 △5.6 20,348 0.5

投資その他の資産

投資有価証券 128,550 129,032 482 10,000

出資金 477,264 477,264 － 500,250

敷金保証金 85,983 97,802 11,819 83,537

会員権 72,542 72,542 － 72,542

その他投資 2,099 2,105 5 1,898

長期繰延税金資産 － － 17,011

投資その他の資産合計 766,439 17.5 778,746 16.8 12,307 1.6 685,240 17.0

固定資産合計 1,038,460 23.7 1,064,342 23.0 25,881 2.5 810,909 20.1

資産合計 4,381,208 100.0 4,622,812 100.0 241,603 5.5 4,040,092 100.0
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（単位：千円）

前第２四半期末

平成11年９月30日現在

当第３四半期末

平成12年12月31日現在
比較増減

前期末

平成12年３月31日現在科　　目

金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 増減比(%) 金額 構成比(%)

摘

要

流動負債

買掛金 335,310 305,965 △29,345 376,270

短期借入金 600,000 900,000 300,000 72,000

未払金 41,529 83,836 42,306 60,368

未払法人税等 35,303 21,978 △13,325 153,361

未払消費税等 6,670 6,287 △383 22,762

未払費用 34,323 46,358 12,035 141,459

前受金 69,301 6,454 △62,846 44,682

賞与引当金 203,347 167,281 △62,846 120,000 *

その他流動負債 14,967 19,308 4,340 14,022

流動負債合計 1,340,752 30.6 1,557,470 33.7 216,717 16.2 1,004,926 24.9

固定負債

退職給与引当金 75,842 77,316 1,474 75,089 *3

長期繰延税金負債 6,018 6,018 － -

固定負債合計 81,860 1.9 83,334 1.8 1,474 1.8 75,089 1.8

負債合計 1,422,612 32.5 1,640,804 35.5 218,191 15.3 1,080,015 26.7

資本金 918,060 21.0 918,060 19.8 － － 918,060 22.7

資本準備金 1,320,463 30.1 1,320,463 28.6 － － 1,320,463 32.7

利益準備金 14,500 0.3 14,500 0.3 － － 10,000 0.3

その他剰余金

特別償却準備金 12,088 12,088 －

別途積立金 100,000 100,000 100,000

当期未処分利益 593,483 616,896 611,553

その他剰余金合計 705,572 16.1 728,984 15.8 23,412 3.3 711,553 17.6

資本合計 2,958,595 67.5 2,982,007 64.5 23,412 0.8 2,960,076 73.3

負債・資本合計 4,381,208 100.0 4,622,812 100.0 241,603 5.5 4,048,864 100.0

（注）貸借対照表において、正規の決算と異なる主な会計処理の手続は以下のとおりであります。

*1.当期の数値は会計監査を受けておりません。

*2.賞与引当金および退職給与引当金は見込み額で計上しております。

*3.季節変動が多くありますので、表形式を変更しております。
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6.営業の状況

① 品目別の売上高

（単位：千円）

前第３四半期

自 平成 11 年 10 月 １日

至 平成 11 年 12 月 31 日

当第３四半期

自 平成 12 年 10 月 １日

至 平成 12 年 12 月 31 日

比較増減
品　　目

金額 金額 金額 増減比(%)

シ ス テ ム 開 発（ＳＤ） 686,267 531,004 △155,263 △22.6

アウトソーシング（ＯＳ） 118,391 108,063 △10,328 △8.7

ユ ー ス ウ ェ ア（ＵＷ） 210,833 205,991 △4,842 △2.2

マルチメディア（ＭＭ） 35,203 35,395 192 0.5

そ の 他 3,010 1,634 △1,376 △45.7

製

品

小 計 1,054,297 882,088 △172,209 △16.3
商
品 Ｏ Ａ 機 器 12,328 11,984 △344 △2.7

合 計 1,066,035 894,073 △171,962 △16.1

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

② 品目別受注および受注残

（単位：千円）

前第３四半期

自 平成11年10月 １日

至 平成11年12月31日

当第３四半期

自 平成 1 2 年 1 0 月 １日

至 平成 1 2 年 1 2 月 3 1 日

前期末

平成 12 年３月 31 日
品　　目

受注残高 受注高 受注残高 受注残高

シ ス テ ム 開 発（ＳＤ） 1,695,669 615,877 2,262,518 1,058,070

アウトソーシング（ＯＳ） 403,861 23,202 420,751 422,707

ユ ー ス ウ ェ ア（ＵＷ） 435,827 86,007 123,015 246,936

マルチメディア（ＭＭ） 75,791 20,004 21,646 66,215

そ の 他 9,252 8,090 74,707 15,954

製

品

小 計 2,620,992 753,175 2,902,630 1,809,884
商
品 Ｏ Ａ 機 器 16,893 11,984 － -

合 計 2,637,296 765,160 2,902,630 1,809,884

（注）1.上記金額には、消費税等は含まれておりません。

2.季節変動が多くありますので、表形式を変更しております。
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③ 従業員数

第２四半期末 第３四半期末 増減

２３７名 ２３１名 △６名

（注）従業員数には、社外への出向者１名を含んでおり、使用人兼務役員４名を含んでお

りません。

7.業績予想

売上高 営業利益 経常利益 当期利益
百万円 百万円 百万円 百万円

平成 13 年３月期 3,967 422 460 229


